巧巧説明書 


保証書付 


グリル 付 ガス テーブル 


口 夕 

□□ ろ 

型式の呼び 

CHE31NSBL 

KG560L 

KGD56BL 

KGE31NSBL 

KGE31NSGL 

KGK562SBL 

KGT56BL 

NTE%CL 

OSa6DT 

RS%0L 

VH56BL 

RT31NHS-L 

KGE31NSBR 

KGE31NSGR 

KSR560BR 

VH%BR 

RT31NHS-R 



〇をロセンサー搭載 

ンヴーコン □ 


このたびは、リンナイブリル付ガステーブルをお買い上 
げいただきまして、まことにありがとうございます。 


を< じ 

なるほど安む Si センサーコン □ ……… ] 

安全機能 . 2 H 

各部のなまえ . 3 

安まなご利用のために 

安全上のごを意 . 4 H 

このコン□にごいて 

機器の設置 . 9 H 

乾電池を入れる/知ず臥でいただ凯いこと…… 11 

毎曰のほいかた 

コン□の使いかた (基本の操作) . 12 

ブリルの取り扱し化準備 . 13 H 

ク''リルの使いかた . 14 

長<ご利用いただ<ために 

曰甫点検とお手入れの道具 . 15 H 

お手入れのしかた . 16 

よくあるご質問ぬ &A) . 18 

こんなサインが出たら . 20 H 

交換部品’別売品のご紹介/ 

長期間使用しない場合/廃棄時のお願い……… 21 H 

アフターサービス/イ±様 . 22 

保証書 . 裏表紙 M 


よく読んでま全に正しくお使いください 


参ご使用の前にこの取扱説日月書をよくお読みいただき、 
安全に正しくお使いください。 

参この取扱説日月書の裏表紙が保証書になつていまず。 

内容をご確認のうえ、大切に保管してください。 

参この機器は家庭用でずので、業務用のような使いかた 
をされますと著しく寿命が短くなりまず。 

参この機器は国内専用です。海外では使用できません。 
•取扱説日月書を紛失した場合は、お買い上げの販売店、 
またはもよりの当社事業所にお問い合わせください。 



こんなときも 
あわてないで 



Si センサーコン□の 
安全機能がはたらい 
ています 


火がルさくなった 
火が消えた 
火がつかない 


ページをご覧ください 
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なるほど今：安 i&S i センサーコン □ 


温度を見守る温度センサーで、ま也便利機能を巧実させた新しいコン□でず。 

万一の消し忘れや、 

天ぷら油の過熱を未然に防止 


鍋底が宜温になると、 
自動的に弱火になる安全設計 


煮ものなどで焦げつきを初期段階で 
白動消火 

温度センサーのはたらきにより、げめものやいりものなど 
比較自勺温度の高い調理や、網の空焼きをしたときに、強火- 
弱火を自動で調節したり、自動で火を消したりしまず。 





■焼網は使用しない 

トッププレートに落ち 
たミ由などが発火した 
り、機器の異常過熱の 
おそれがあります。 


の 



焼網 


特に多いご質問をまとめました 


の勝手に火がルさくなったり、火が消えたりずる 


与> 温度センサーがはたらいて、自動で強火•弱火を調節しながら、高温になり過ぎるの 
を防いでいまず。故障ではありませんザ18ページ 




r 




ぶ 

~T 


•••位 

強火 


弱火 


安全機有 g が'はたらいて、 
コン□が自動で 
火力調節していまも 


回器具栓つまみを回しても、点火しない 


※電池ケースの左側にあるおしらせサインが点なしている。 

づ乾電池が消耗していまず。新しい単1形アルカリ乾電池 (1.5 V ) 2個と交換してく 
ださい。故11ぺージ 

乾電池交換の目まは1年でず。（付属のお試し用乾電池（マンガン乾電池）は、動作確認用です。 
アルカリ乾電池と比較して寿命が1/3〜1/5程度になりまず。） 


乾電池の交換時期が近づくと、わ 
しらせサインが点灯しまず。新し 
い単1形アルカリ乾電池 （1.5 V ) 

2個を準備してください。乾電池 
の交換時期になると、コン□もグ 
リルも使えなくなります。 




おしらせサインを 
確認！ 



M なるほど安必 si センサー n ン □ 











































まま機能 


天ぷら油過熱防止機能 

tiBwa (標準バ-ナ 


焦げつき消火機能 

fBS (標準バ-ナ 


調理;'由が過熱されると、自動で火力調節し発 
火を防ぎまず。この状態が約30分続くか、 
または弱火の状態でも温度の上昇が続くと、 
自動で火をミ肖しまず。 




立消え安全装置 

fBS ( f 準パ'-卜) C グリルー) 

煮こぼれや風などで火がミ肖えると、自動でガ 
スを止めまず。 



I コン□消し忘れ消火機能 

fa (標準バ-ナ 


煮もの調理などで鍋底が焦げつくと、自動で 
火をミ肖しまず。鍋の材質、調理物の種類、火 
力によつて焦げの程度は異なりまず。 
※鍋底にこんぶや竹巧などを敷いた調理で 
は、焦げつき消火機能が正甫にはたらかな 
いことがありまず。 

T fr 

つ ゾ f 

/— ご^^^ 


高温白動温度調節機能 

おがも ， wa ( P 準バーナ ー) 

炒めもの調理•いりもの調理など比較自勺温度 
の高い料理や、鍋の空焼きをしたときに強火 • 
弱火と自動で火力調節し、鍋の異甫過熱を防 
止しまず。 

この状態が約30分続いた場合、 

または弱火状態でもセンサー温度 
がさらに上昇した場合は、自動で 
火をミ肖しまず。 




点火後、約2時間で自動で火をミ肖しまず。 



I グリル消し忘れ消火機能 r グリル J 

点火後、約20分で自動で火を消 
しまず。ただし、ブリル庫内の温 
度が高い場合、約18分で火を;'肖 
しまず。 


I グリル水切れセンサー [ グリルつ 

グリル水入れ皿に水を入れずに使用した場合 
や、水の量が少なくなってきた場合に自動で 
火を;'肖しまず。また、使用中にブ 
リル水入れ皿を長時間弓 I きおした 
ままにすると、自動で火を消し 
まず。 



グリル消し忘れ消火短縮機能 

〔グリル ） 

使用中、長時間グリル扉を開けなかった場合、 
火がミ肖えるまでの時間を約2 0分から約] 9 
分に短縮しまず。また、続けて使用ずる場合 
のように庫内温度が上がっている場合は、火 
がミ与えるまでの時間を約]8分から約] 6分 
に短縮しまず。 
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る pB のなまス 


♦図は左コン□が強火カバーナーの機器で説明していまず。 
強火カバー ナー —— グリル排気□カバー 

グリル排気 □ 




この表示がしてある 
側の バーナーが 強火 
カバーナーでず。 


ブリルとびら 
ブリルとびら取っ手 


正面 


ごとく 



本体後面 


グリル焼網 
.グリル水入れ皿 



ホースエンド 


使用する場合は、キャップをはずして 
ください。長時間使用しない場合に使 
用しますので、なくさないように巧管 
してください。 


\'-ナー部 


バーナー キャップ 



電極 

(点火プラグ） 


立消え安全装置 
(炎検知部） 


バーナー本体 


おしらせ 

サイン 

历11ぺージ 


強乂カバーナー用 
器具栓つまみ 



標準バーナー用 
器具栓つまみ 


■各部のなまえ 
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ま全上のご注意 


■お使いになる人や他の人へのを害、財唐へ 
の損害を未然に防止ずるため、必ずお守り 
いただくことを次のように説明していまず。 
■切下に示す表示と意味をよく理解してか 
ら本文をお読みください。 



危険 


この表をを無視して誤った取扱いをす 
ると、人が死 t :、 重傷を負う危険、ま 
たは火災の危険が差し迫って生じるこ 
とが想定される内容を示しています。 



盤化 
言口 


この表示をおネ見して誤った取扱いを 
ずると、人が死亡、重傷を負う可能性、 
または乂災の可能性が想定されるの 
容を示しています。 



この表示をおネ見して誤つた取扱いを 
すると、人が傷害を負ラ可能性や物 
的損害のみの発生が想定される内容 
を示しています。 


I 絵表示には次のよラな意昧がありまず< 


Q この絵表示は、してはいけない「禁止」 
内容でず ® ® ® 


火気禁止 接軸禁止 分辭禁止 


A 


この絵表示は、気をつけていただき 
たい r ミ主意喚起」内容でず 


〇 


この絵表示は、必ず実行していただ 
きたい「強制」内容でず 


危険 


この表示をお視して誤った取扱いをす 
ると、人が死亡、重傷を負う危険、ま 
たは乂災の危険が差し迫って生じるこ 
とが想定される内容を示していまず。 




ガス漏れに気ヴいた6 

■絶対に乂をつけない 

■電気器具（換気扇など）のスイツチの 
火気禁止 入/切をしない 

■電源プラグの抜き差しをしない 

■周辺で電話を使用しない 

炎や火巧で引火し、爆発事故を起こすことがあ 
りまず。 




〇 


■ずぐに使巧を中止ずる 

① 火を消す。 

@ガス栓を閉める。（つまみのないガスコンセ 
ント接続の場合は、ガスコンセントからソ 
ケットをはずす） 

感窓や戸を開けガスを外へ出ず。 

④ 外に出て、もよりのガス事業者（供給業者） 
に連絡する。 ©窓を開ける 



③ガス栓を閉める 

(ガスコンセントからソケットをはずず） 


設置編 



言口 


この表示をおおして誤った取扱いを 
すると、人が死亡、重傷を負ラ可能性、 
または火災の可能性が想定される内 
容をおしています。 


③ 

V 分解禁止 


■絶巧に改造-分辭は巧わない 

一酸化炭素中毒、ガス漏れ、火災、作動不良の 
原因になりまず。 


の 


■機器の銘板に表示してあるガス種（ガス 
ブルース m 外のガスでは使巧しない 

•表示のガス種が一致していない場台、不完全 
燃焼により一酸化炭素中毒になったり、爆発 
着火でやけどをしたり、機器が故障ずる場台 
がありまずので、使巧しないでください。 

♦銘板は機器本体ち側面に張ってありまず。 

供給ガスの麵1力《わからない場台味お買い上 
げの販売店、またはもよりのガス事業者にお 
問い台わせください。 

•転居されたときも、ガスの種類が飽板の表示 
と一致していることを確認してください。 

く例 > 銘板 (12A，13A の場含） 

ガス種(ガスグループ）一^ 



fbo O - OOO - O 又 。2み.13み 斗 


12A 用 

1 う A 用 

0000 kw 

0000 kw 


銘板 


(00.00-000000) RN 


、型式の 

呼び 


し 製造年月および製造番号 


ガスコードは 

■器具用スリムプラグおよびガスコード 
の取扱説明書に従つて接続ずる 

「ガスコードで接続ずる場台」廣^] 0ページを 
ご覧ください。間違った接続はガス漏れの原因 
になりまず。 

ホースエンド器具用スリムプラグ ガスコード 


〇 


ホい線 


-ant 


'is6 


一安全上のご謹 
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ま全上のご注意 


〇 


■可燃物との距離を確実に離ず 

火災す防条例で定められていまずので、必ず 
守ってください。距離がおいと火災の原因にな 
りまず。 

LU 下の場台は必ず別売の防熱板を取り付けてく 
ださい。馬=9ぺ-ジ 

♦可燃性の壁（ステンレスやタイルを張った巧 
燃性の壁も含む）との距離を下図のようにと 
れない場台 

防熱板はお買い上げの販売店、またはもよりの 
当社事業所にお問い台わせください。 



(可燃性の壁の場含） 

■設置後機器の周辺を改装ずる場合も 
可燃物との距離を確実に離す 


〇 


■ホースエンドのキャップ 
をはずし、巧れやゴミが 
ないことを確認する 

ガス漏れの原因になりまず。 



ガス用ゴム管（ソフトコード）は 

■継ぎたしや を粉 


Q 



〇 


二又分岐はしない 

ガス漏れの原因に 
なります。 


■ひび割れた0、古くなったガス用ゴム 
管は使用しない ^ 

ガス漏れの原因になりまトツ"ず\ じ^ 

す。ときどき点検して古\^\\\ヒビ割れ 
くなった場合は取り曾え \\\\\v 
てくださし、。 

■検査合格マークまたは JIS マークの 
入っているものを使用ずる 

ガス巧ゴム管じ(外は耐义性に欠けガス漏れの原 
因になります。ビニール管は絶巧に使用しない 
でくださし、。 




合格 


I ホースエンドのホい線まで差し込ん 
でゴム管止めでしっかりと止める 

しっかり止めないとガス漏れの原因になりま 
9。 ホい線 '， L 


ID 


心 


機器の / / 

ホースエンドガス田ゴム管ゴム管止め 


ガス用ゴム管（ソフトコード)、 


の 


ガスコードは 

■ブリル排気□などの高温部に祂れたり、 
巧れたり、ねじれた状態で使用しない 

できるだけ短くして使巧してください。 

■機器の下を通したり、ブリル排気□や 
炎に近づけない 

■イ也の機器で加熱されるよラな所 C 0 
に通さない 

使巧時は固囲が 

同}皿【し/ぶリカノ V 



巧ゴム管がとけたり、ガスコ- 
ス漏れの原因になりまず。 


ドが過熱されガ 



の 


この表示をお視して誤った取扱いを 
すると、人が傷害を負ラ可能性や物 
的損害のみの発生が想定される内容 
ををしています。 


■棚の下など落下物の危険のある場所に 
機器を設置しない 

機器の上に落ちたものが燃えて、火災の原因に 
な0ます。 

■強い風の吹き込むところには設置しない 

点火不良や途中消火、機器の部の損傷、安全機 
能力《正しくはたらかないなどの原因になりまず。 

■湯沸器の下に設置しない 

湯沸器の不完全燃焼防止装置がはたらき、火が 
つかない場台がありまず。また、湯沸器の寿命 
を縮めまず。 

■照明器具など悟巧農 y 品の下へ設置しない 

照明器具のかさなどが変形-変色することがあ 
ります。 

■車両-船舶には設置しない 

使巧中に機器が傾いたり、火災•やけどのおそ 
れがあります。 

■水平で安定性のよい丈夫な台の上に 
設置する 

不安定な巧や傾いた巧に設置すると機器が傾い 
てやけどやけがのおそれがあります。 


〇 


使用編 



言口 


この表示をおおして誤った取扱いを 
すると、人が死 t 、 重傷を負ラ可能性、 
または火災の可能性が想定される内 
容を示しています。 


の 


ガスコン□の下には 

■燃えやずいものを敷かない 

火災の原因になりまず。 
♦新聞紙-ビニールシートなど 

■電源コードを通さない 

火災の原因になりまず。 


■安全上のごを意 
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(ごヴを) 


Q 


Q 




コン□には 

■コン□をおおラよラな 
大きな鉄板や鍋は使用 
しない 


。、、か/ 




’ M 


1 1 

難 



〇 


T 

I アルミはく製しる受け、省エネごと 

くなどの補助員は使用しない 

一酸化炭素中毒や機器の男苗過熱のおそれがあ 

ります。 の^ ® 


アルミはく製しる受け 省エネごとく 

■焼網は使用しない 

トッププレートに落ちたミ由な 
どが発火したり、機器の男 
常過熱のおそれがあります。 焼網 


ほ用中は 

■機器から離れない 
■就寝-外出をしない 

参調理中のものが異苗過熱し、火災の原因にな 
ります。特に揚げものをしているときはを意 
してください。 

•グリルを;'肖し忘れると調理中のものに火がつ 
くことがありますのでを意してください。 

参電話や来客の場合はおず火を;'肖してください。 


揚げをの調理の隐には 

■冷凍食巧を鍋の底面中央に密着させた 
状態で揚げものをしない 

鍋の底面中央（温度セ 
ンサーの接軸位置）に 
冷凍食材が密着したが 
態で揚げもの調理をず 
ると、温度センサーが 
鍋底の温度を正しく検 
知しないため、発火ずる 
おそれ力《友りまず。 

■複数回使った調理油で揚げものをしない 

何回も使用して茶掲色に変色した調理ミ由、にごっ 
た調理ミ由、揚げカスなどが沈んだまま残っている 
調理ミ由は使用しないでください。発火が起こりや 
ずくなる場台がありまず。 

■揚げ過ぎない 

豆腐などの水分の多いものや、巧つきのコ□ッケ 
などの破裂しやすいものなどは、特にミ主意してく 
ださい。長時間揚げ過ぎると巧が飛び散り、発火 
や、やけどのおそれがあります。 

■揚げものは食材全体がつかるまで調理 
油（必ず' 200 ml 上）を入れて巧ラ 

調理;'由の量が少なかったり、減ってきたりずる 
と、発火ずるおそれがありまず。特にフライパ 
ンなどの底が広い鍋で 

揚げものをずる隙は、一い__ 

食材全体が調理油につ自 W 



冷凍食材を鍋の底面中 
央（温度センサーの接 
軸位置)に密着させない 


かっていないと、発火 
ずるおそれがありまず。 


[食材全体がつかるまで I 


Q 


ガスコン□の近くには 

■爆凳のおそれがあるものを置かない 

お内の圧力が上がり、爆発のおそれがあります。 
参スプレー击 

参カセットコン□巧ボンベなど 

■引乂しやすいものを使用しない 

火災の原因になります。 

参スプレー-ガソリン-ベンジンなど 

■燃えやすいものを置かない 

火災の原因になります。 

参機器の上方に調巧料ラックなど 
参ぺットボトル • プラスチック類 
参ふきんやタオル-調理ミ由など 


® ■グリル排気□にはふきんをのせたり、^ 
アルミはくなどでふさがない 
■グリル排気□のまねりにはものを置か 
ない 

異常燃焼による一酸 it ®*!：* や火災、«§{斑員の 
原因になります。 


の 


〇 


〇 


グリルは 

■ブリル水入れ皿だけを持って本体より 
取りはずさない 

ブリルとびらが落下し、やけどやけがをするおそれ 
があります。がず'グ'リルとびら取っ手を持って取り 
はずしてください。 

■ブリル石やブリルシート、アルミはく 
などをブリル化入れ皿に使用しない 

貫笛燃焼による一酸化炭素中毒や、機器長傷の 
原因になります。 

■脂が多く出る調理時はブリル焼網にア 
ルミはくを敷かない 

アルミはくの上に脂がたまり、過熱され、発火 
ずるおそれがありまず。 

■グリルとびらに魚などをはさみこまない 

魚などが燃えたり、トッププレート前部を焦が 
したり、機器の上部が過熱され、やけどのおそ 
れがありまず。 

■火がついたまま持ち運ばない 

火災、やけどのおそれがあります。 

■ブリル庫内に食品くずやふきんなどが 
ないことをお認する 

■グリルか入れ皿には必ず化（約 300 ml ) 
を入れ、たまった脂、グリル焼網につい 
た巧や食材はご使用のつど取り除く 

食品くずやふきん-脂が燃えて、発火や火災- 
やけどのおそれがあります。 


が用をは 

■器具栓つまみを消'火の状態に戻して、 
火が消えたことをお認する 
■ガス栓を閉める（つまみのないガスコ 
ンセント接続の場合は、ガスコンセン 
卜からソケットをはずす） 

消し忘れによる火災の原因になりまず。特にグ 
リルは消し忘れをしやずいので、必ず火が消え 
たことを確認してください。 


一蠢上のご畫 
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ま全上のご注意 


A 


〇 


■コン□使用中は身体や衣服が炎に近 
づかないようにミ主意する 

巧服に炎が移ってやけどのおそれがあります。 

また、温度センサーがはた6いて炎が自動的に大き 
くなったり、風で炎があお6れて銅底からあふれ、衣 
月民に移ることがありますので、を意してください。 


異常時は 

■火を消'し、ガス栓を閉める（つまみの 
ないガスコンセント接続の場合は、ガ 

スコンセントからソケットをはずす） 

地震、火災、男苗な燃焼•臭気•異苗音を感じ 
たときは、すぐに使用を中止してください。 

13=18〜20ぺ-ジを匯認し、必要に応じてお買い上げの 
販売店、またはリンナイフリーダイヤルにご連絕ください。 



この表示をおネ見して誤つた取扱いを 
すると、人が傷害を負ラ可能性や物 
的損害のみの凳生が想定される内容 
を示しています。 


ほ用中、ほ用直をは 

■操作部-器具栓つまみ-ブリルとびら 
取っ手 L ソ外は触らない 

やけどのおそれがあります。ブリルのみ使巧 
接軸禁止 してもブリルパーナーの炎や排気の熱により、 

トッププレートは熱くなります。軸らないよう 
を意してください。 




Q 


■グリルとびらにかや洗剤をかけない 

ガラスが割れてけがのおそれがありまず。 


區 


■調理外に使巧しない 

衣類の乾燥や練炭の火起こしなどをずると、火 
災や機器焼損の原因になりまず。 


Q 

Q 


■点乂ずるときや使用中はバーナー付近 
に顔を近づけたり、グリルとびらを開 
けてのぞき込まない 

炎や熱で顔をやけどするおそれがあります。 

■ ■■ — —、 

■機器に風を当てない 

扇風機やエァコンなどの風が当たると安全機能 
が正しくはたらかず、機器損傷や誤作動の原因 
になりまず。 


Q 


グリルが気□には 

■手や顔などを近づけない 
■鍋の取っ手を排気□に向けない 

高温の排気力がます。やけどにを意してください。 
鍋の取っ手が過熱され、取っ手を焼損ずる 
原因になりまず。 


Q 


■操作部やブリルとびらには強い力を加 
えない 

手で巧えたり、ぶら下がるとけがや機器長傷、 
誤作動の原因になります。 

■操作部には水や洗剤を直接かけない 

誤作動の原因になります。 


7 


區 


■幼いお子様だけで軸らせない 

やけどやけがなど思わ姑事故の原因になりまず。 


の 


■コン□には石焼いもつぼ 
などの空焼きをする調理 
具は使用しない 

異苗過熱による機器厦傷 
の原因になります。 



の 


〇 


〇 


■片手鍋やル径鍋、へこんだ底*丸い底- 
滑0やずい底の鍋は不安定な状態で使 
用しない 

鋼が傾いたり、滑ってやけ で 
どのおそれがあります。銅の取^手 
取っ手はごとくのツメと同じ 
向きに置いて機器手前には 



ごとくのツメ 


取っ手とごとくのツメ 
の方向を合わせる 


〇 


み出さないようにし、 
中華鍋などの丸底鍋は 
取っ手を持って調理す 
るなど、を定した状態 
で使用してください。 


■軽い鍋は調理物を含めて300旨 L ソ上 
で調 i 里ずる の 

軽い鍋や取っ手が重い片手鍋' 

は、温度センサーによって巧し 
上げら6れて倒れ、やけどのおそれがあります。 
調理中にふたを取ったり、水分の蒸発などで軽 
くなっても鍋力《傾くことがありますので、取っ手 
を持つて安定した状態で使巧してください。 


機器の点巧、お手入れの隐は 

■機器を水につけたり、水をかけたりしない 

不完全燃焼、が障の原因になります。 

■機器が冷めていることを確認ずる 

調理後は高温のため軸れると、やけどのおそれ 
があります。 

■ガス栓を閉める（つまみのないガスコ 
ンセント接続の場合は、ガスコンセン 
卜からソケットをはずす） 

誤って点火した場合、やけどのおそれがあります。 

■必ず手袋をずる 

手袋をしないとけがのおそれがあります。 

■バーナーキャップをか洗いしたときは、 
水気を十分ふき取ってから取り付ける 

炎□がめれたまま使巧ずると 
点火しなかったり、異常燃焼の 
原因になりまず。 



〇 


I バーナーキヤツプに煮こぼれしたと 
きは必ずお手入れする 

炎□が詰まったまま使巧す 
ると、点火しなかったり、 

男苗燃焼の原因になります。 



点义しない場合は 

■器具栓つまみを戻して、消火の状態に 
し、周囲のガスがなくなってから再度 
占ルホる 

すぐ点火操作をすると固囲のガスに引火して、巧 
月民に燃え移ったり、やけどのおそれがあります。 


■安全上のごを意 




















































































(ごヴを) 



温度センサーは 

■強いショックや力を加えたり 
傷をつけない 

変おや傾きにより温度セ 
ンサーカ《正しくはたらか 
なくなり、調理油が発火 
ずるおそれがありまず。 

■お手入れは巧れたらそのつど巧い、上 
下にスムーズに動くことを確認ずる 

♦動きが悪いと鍋などが傾き、 

お湯などがこぼれ、やけどの 
おそれがありまず。 

♦スムーズに動かない場 
台は、必ず点検•修理 

を依頼してくださし''。 温度センサー 


Q 

〇 



〇 


■やかんや鍋などの大きさに合わせて乂 
力調節する 

火力が強いと取っ手が焼厦したり、手を軸れる 
とやけどのおそれがあります。 


接軸禁止 

Q 



〇 


グリルは 

■魚などの調理物を取り出ずときや魚を 
裏返ずときなどは、手や腕をブリルと 
びらやガラスに触れない 

やけどのおそれがありまず。 

ブリルとびらはいっぱいまで 
水平に引き出してください。 

■魚などの調理物を焼き過ぎない 

魚などの調理物に火がつき火災の原因になります。 
ブリル庫巧で魚などが燃えたり、たまった脂に 
引火した場台は、 

①器具栓つまみを戻してグリルの火を消ず。 
©調理物の炎がミ肖えるまでグリルとびらを開 
けない。 

這)消乂穫、点検を依頼ずる。 

■ブリルとびらを開けたまま使巧しない 

ブリルとびらを開けたまま使巧したり、ひんぱ 
んに開けたり閉めたりずると、トッププレート 
前部を焦がしたり、機器の上部が過熱され、や 
けどのおそれがありまず。 

■とり肉などの脂の多い食ネオを焼くとき 
は注意ずる 

♦焼き具台を見ながら、火力調節してください。 
♦脂に引火して、ブリル排気□か6炎が出る場含 
がありまず。やけどや火災などの原因になります。 

■異なる食巧（焼き上げの早い食巧、遅 
い食材）を同時に焼くときは注意ずる 

焦げたり、発火ずるおそれがありまず。 

■グリルか入れ皿はか平にゆっくり出し 
入れし、ていねいに持ち運ぶ 

♦グリルとびらを持ち上げたまま引き出ずと、 
途中で止まらず落下し、やけどや厦傷のおそ 
れがありまず 。 ty 

♦ブリル水入れ皿にたまった高温の脂や水をこ 
ぼずと、やけどのおそれがありまず。 


^ ■使巧中は必ず換気扇を回ずか、 


窓を開 


>換気をしないと、不完全燃焼による一酸化炭 
素中毒のおそれがありまず。 

»こんなときは窓を開ける 
屋内設置で自然排気式給湯器-ふろがまを使 
巧している場台は、窓などを開けて換気して 
ください。換気扇を回ずと、排気ガスが逆流 
して一酸化炭素中毒のおそれがありまず。 


お願い 


♦使用中もときどき正常に燃焼していることを確認してく 
ださい。 

♦カレー、ミートソースなどのとろみのある料理やみそ汁な 
どを煮たり温めたりずるときは、突沸に;主意してください。 

突沸現象について 

突沸現象とは、突然に沸とラずる現象でず。水、 
牛乳、豆乳、酒、みそ汁、コーヒーなどの液体を 
温めるときにささいなきっかけ(容器をゆずる、塩、 
砂糖などを入れる）で生じまず。 

この現象が調理中に起きると、鍋がはねあがった 
り、高温の液体が飛び散るため、やけどやけが、 
機器損傷のおそれがありまず。 

突沸現象のを防方法 

♦カレー、ミートソースなどのとろみのある料理や 
みそ汁などの汁物の温めは、弱火でかき混ぜな 
がら加熱してください。（強火で急に加熱しない） 
•熱い汁物に、塩、砂糖などの調巧料を入れる場 
台は、少し冷ましてから行ってください。 

•鍋の大きさにあった火力で加熱してください。 


>調理中に鍋をのせかえるときは、 
ださい。 


いったん火を消してく 


>火力を弱火にしたときやグリルは、 
ください。 


消し忘れに注意して 


>ガス栓を操作して火を消さないでください。 

やけどや思わ插事故の原因になりまず。 

>使うバーナーの器具栓つまみを間違えないようにを意し 
てくださし、。 


>トッププレート上で 、 IH 
ジャー炊飯器、卓上型 IH 
クッキングヒーターなど 
電磁誘導加熱の調理器具 
を使わないでくださし、。 
磁力線により機器が故障 
ずる原因になりまず。 


>煮こぼれにを意し、火力調節してください。 

煮こぼれずると機器の部がミちれまず。また、トッププレー 
卜•ごとく •パ'-ナーなどに煮こぼれが焼きついたりして、 
機器を傷めるおそれがありまず。 

>熱くなった鍋などをトッププレートのラペルの上に直接 
置かないでください。ラペルが熱で変色したり、厦傷し 
たりずることがありまず。 



一蠢上のご畫 
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機器の設置 安をにお®いいただくために、正しく 


D 


図のよラに設置してください C 




壁励こ別売の防熱板を取り付けて設置してくださし、。 


I I 


-1 cmiU 上 
• の空間 

30 cm な上 1 5加な上 

: Ocmi ^ ソ上 



1 cm 

il ； (上の 


80 cm 切上 15 cml ；^ 上 


I I 


-日 cmiy 上 


Icmi ； (上の空間 


/川し口 



^機器と壁とのずきまがない 
場台、この防熱板を機器本体 
に取り付けて使用できまず。 


言司理 d 、 巧 t し d の 
側面、上面が巧燃 
性でトッププレー 
卜より局い場合 


^^7'?/^77/77/ y 7/7'^ パ 


防熱ホ反（別売部品）の種類 



型涅 

高さ （ mm ) 

幅 （ mm ) 

奧行 （ mm ) 

① 

RB -60 B 

550 

600 

— 

③ 

RB -55 S 

550 

— 

550 

⑤ 

RB -60 T 

— 

600 

550 

④ 

RB -15 T 

— 

150 

550 

⑤ 

RB -50 S 

150 

40 

500 

⑥ 

RB - T 40 SM 

403 

420 

—— 


’用途に適した防熱板を正しく取り付けてください。 

’取り付けかたは別売の防熱板に同捆されている説 
明書をご覧ください。 

’防熱板については、お買い上げの販売店、または 
もよりの当社事業巧にお問い合わせください。 


S 包装材やテープ類を取り除く 


ブリルを取り出し、中の包装材やテープ類をずべて取り除い 
てくださし、。 




側面専用 


流し台-調理台などの側面 


側面 • 後面 


上記の距離がたもてない場合 


設置場所を確認ずる (周囲の防火捨置) 


機器を組み立てる 

各部品を正しく取り付けてくださし、。 


グリル排気□カバ- 



♦グリル焼網の脚の凸 



ブリルとび6 


お 


防熱板⑥ 


防熱板⑤ 


防熱板② 


防熱板① 


防熱板④ 


防熱板③ 
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機器の設置 












































































































































































設置しましよ 5 


強火カバーナ ー• 標準バーナー 


ごとく 



内側の凸部2力巧を 
トッププレート凹部前を 
2力巧に入れて、正しく 
取り付けてください。 


バーナー キヤップ 


機器正面側 


凸部を後にしてバーナ ー 
本体前側の凹部にバー 
ナーキャップのピンを正 
しく取り付けてください。 

〔「 H 」 の刻 印が表示してあります。） 

■凸部. 


トッププ レー ト 
凹部 




強火カ バーナー 標準 バーナー 


お願い 


•ノナーキャップ、ごとくは消耗部品でず。ノナー 
キャップは厚みが薄くなったり、変おして炎がふぞ 
ろいになった場合は交換が必要でず。お買い上げの 
販売店、またはもよりの当社事業所へお問い合わせ 
ください。国 '21 ページ 


0 

■ごとくは誤った取り付 


けで使用しない P 


誤った取り付けをずると、鍋 L 
などが不安定になり、傾いた 
り、倒れたりしまず。 

誤った取り付けの例 


0 



I バーナーキャップは誤った 
取り付けで使用しない 

参パーナーキャップを正しく 
取り付けないと、点火しな 
い場合があります。 

参炎のふぞろいや逆火で不完 
全燃焼、一酸化炭素中毒の 
おそれやパ'-ナーキャップ 
が変おする場合があります。 

•機器の中に炎がもぐりこん 
で、焼厦する原因になります。パ'-ナーキャップの裏あし 


パ'-ナーキャップの浮き 



機器を接続ずる 


ガス栓に合わせて正しく接続してください。 

ガス用ゴム管で接続する場合 


n ホースエン ドのホい線まで/^ 
—しっかりと差し込み、ゴム f ■ 
管止めで固定ずる 



ガス用 

コ、ム ' 巨 i 
(ソフト〕ード） 


ゴム管止め 
ホい親 


ゴム管 
レ、止め 



■用意ずる电の 
•ガス用ゴム管くソ 
フトコード〉（巧径 
9.5 mm ホ • JIS マー 
ク入り）（市販品） 


合格 


機器のホースエンドガス用ゴム管 


n ガス栓を開け、接続部からガ 
C スの臭いがしないことを確認 
したら、ガス栓を閉める。 


•ゴム管止め （2 個） 
(市販品） 


最後まで 
確実に閉める 


Q 


■ガス用ゴム管（ソフトコード)、ガス 
コードは高温部に自ちれたり、折れたり、 
ねじれた状態で使巧しない 

できるだけ短くして使巧してください。 

ガスコードで接続する場合 



機器に器具用スリムプラグを取 
り付け、ガスコードで接続ずる。 


ガス栓 
(ガスコンセント） 



■用意ずるもの 
参器具用スリムプラグ 
(市販品） [[ ji ^ 

参ガスコード（巿販品） 


お願い 


’ガステーブル用のガス栓であることをお認してください。 

’ガス栓側がコンセント接続□になっていないと接続で 
きません。ガス栓が機器と同じホースエンド接続□の 
場合は、巿販のホースガス栓用プラグが必要でず。 

’接続ずるときは、接続部に巧れやゴミがないこ 
とを殖認してください。 


n 器具用スリムプラグを機器のホースエンドに取り付ける。 

機器のホースエンド ※器具届スリムプラグの捆包台 

紙の裏旧に記載してある取扱 
説明書に巧って、正しく取り 
器具用ス'リムプラグ付けてください。 

リムプラグに「カチッ」と音がずるまで差し込む。 

器具用スリムプラグ ガスコード 



ホい線 

g ガスコードを機器に接続ずる。 


ガス栓 


ガスコードをガス栓に接続ずる。コンセント継手をガ 
U ス栓に「カチッ」と音がずるまで差し込む。 

■ガス栓を閉めるときは 
コンセント継手のスリーブ 
(白色）を手前に引きまず。 

スリーブ(白色）^コンセント継 
‘ ‘ 手がはずれる 

と、ガス栓が 
閉ま0まず。 


道 

グつンセント継手 

^コンセント継手を差 
し这むと、ガス栓が 
開きまず。 



B 雲墨置 
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乾電池を人れる/知ごておいていただきたいこと 


乾電池を入れる 


付属のお試し用単1形マンガン乾電池2個を電池 
ケースに入れます。 

n 電池ケースのツメを P 電池ケースに表示し 
つまんで手刖 ( t _ 引き てある©、©を確認 


乾 

巧 

池 

を 

入 

れ 

る 

/ 

知 

て 

お 

し、 

て 

し、 

た 

だ 

さ 

た 

し、 

之 



乾電池交換の目安は1年でず 
(単1形アルカリ乾電池ご使用時） 


乾電池の交換時期が近づくと、おしらせサインが点灯し 
まず。新しい単1形アルカリ乾電池 (1.5 V ) 2個を華 
備してください。 

乾電池がなくなると点火できなくなりまずので、新しい 
単]おアルカリ乾電池 （1.5 V ) 2個と交換してくださし、。 


〇 


■乾電池は充電-分瞄-加熱-乂の中へ 
投入しない 

■新旧-異種の乾電池は混用しない 

■機器を廃棄ずる場合は、乾電池をはずす 

ショートや発熱、液漏れ、破裂により、け 
がややけどの原因になりまず。 

■乾電池に記載してあるミ主意事項をよく 
読み、正しく使ラ 


お願い 
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.電池ケースは取りはずせません。お理に引っ張っ 
たり、巧さえたりしないでください。 

• 電池ケースに水などの異物が入った場合は、接触不良 
の原因となりまず。ふき取ってきれいにしてくださし、。 

• 交換時は機器がをめていることを確認し、必ず新し 
い単1形アルカリ乾電;'也 （1.5 V ) を2個同時に入れ 
てくださし、。 

•単]形アルカリ乾電池 (1.5 V ) でも使巧状況-使巧 
期間.乾電池製造 メーカー. 種類が異なると交換時 
期が]年じ(内と短くなりまず。また、マンガン乾電 
池を使巧した場合も交換時期が極端に短くなりまず。 

•未使苗の乾電池でも「使巧巧奨期限（月、年)」を 
過ぎている場合は、放電により短時間でおしらせ 
サインが点なずる場合がありまず。また、付属の 
お試し用単1形マンガン乾電;'也 （1.5 V ) は、工場出 
巧時期により寿命が短くなっている場合がありまず。 

.単2、単3お乾電池を単]形サイブにずる電池 
スペー サ—ゃ充電式単]形乾電池は、電池 ケースの© 
端子が接触せず、使用できない場合がありまず。また、 
使巧できた場合でも交換時期が極端に短くなりまず。 

※付属の乾電池は、商品お買い上げ時の機能と性能 
お認庙でず。（単1形マンガン乾電池 (1.5 V )) 
交換ずるときは、単1おアルカリ乾電池 （1.5 V ) 
を入れてください。 


知っておいていただきたいこと 


温度センサーについて 


>温度センサーを正しくはたらかせるために、必ずお蕭みくださし、。 




■温度センサーの上面と鍋底が密着して 
いないときは、使用しない 

参温度センサーが鍋底の温度を正しくお巧できず 
に、発火や途中;'肖火•機器焼厦の原因になりま 
す。 

参中華鍋用補助ごとくを使巧すると、温度センサー 
力觸底に密着しない原因になりまず。 


S 靡く 




3 mm 
iU 上 
の凹さび•ミちれ 
異物が付着 


鍋と材牌 
の重量が 
30 Og 未満 


底が丸い 

ステンレス 

中華鍋 




■耐熱ガラス容器、±鍋など熱の伝わり 
にくいもの、底が浅く広い鍋での油調 
i 里はしない 

ミ由の温度び上がりやすく、発火するおそれがあります。 
耐熱ガラス容器 ±鍋 底が浅く広い調 


鍋の選びかた 


※厚手： 2.5mm 扮上 
薄手： 2.5mm 未満 


1 動種類 

揚げもの 

mtmMi .) 

炒めもの 

そ離の 

鍋 

フライパン 

1 -D 

材質：アルミ、銅、 
鉄、ホー□— 

〇 

〇 

材質： 

ステンレス 

厚 

〇 

〇 


薄 

手 

X 

〇 

中華鍋 

分 

材質：アルミ、銅、 

誤 

〇 

〇 

材質： 
ステンレス 
(底が平らな 
ちの） 

厚 

〇 

〇 

1 

薄 

手 

X 

〇 

無水調 <3^ 

1 多層銅 T 


〇 

〇 

1 SI ガラス容器轉た扛 尸 

1 圧力鍋 し」 

X 

^ 祀だし、火が 
() 消える場合が 
ありまず） 

ゃかん 


— 

〇 


〇:適しています 
X:適していません 


(温度を正しく検巧できません。） 


お願い 


中華鍋を使ラときは 

• 必ず取っ手を持って調理してください。 

• 網底と温度センサーが密着していることをおかめ 
てから使巧してください。 

•中華網の種類によっては、網が安定せず、温度セ 
ンサーカ s ' 正しくはたらきません。 













































































11ン0 

*lip* 


コン□のほいかた(基本 


の操作） 



〇©© 


〇点火する 


♦コン□用器具栓つまみ 
を巧しながら左へ回 
ず。 



0火力調節する 


♦コン□用器具栓つまみ _弱火 
をゆつく 0回ず。 



罕姐 I は A 


コン□器具栓つまみを速く操作ずると、火が消え I 
たり、炎が一瞬大きくなる場合がありまず。 I 


@火を消す 


•コン□用器具栓つまみ '-'^ 

をちへ回ず。 



お願い 


必ず火が消えたことを殖認してください。 


〇 ガス栓を閉める 


♦調理が終わったら、 



I お願い 


H ま高温のため、機器に触れるとやけどのお 
ありまず。必ず機器が;令めていることを醒 
くださし、。 


-調理後 
それ力 I 
認して 


■ n ン□の使いかた(基本の操作) 
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クリルの取り出し 


II グリルとびらをゆっくりと止まるところ 
までいっぱいに引き出ず。 


，グリルとびら 



0 ブリルを持ち上げて取り出ず£ 



日ブリルとびらを両手でしっかりと持ち、 
ゆっくりと持ち運ぶ。 


,•ブリルとび!; 



びらをはずず場合は7ページをご覧 


くださし、。 


グリルを初めて使うときは 


〇ブリル焼網を取り出ず。 

グリル庫内に紙ゃ捆包部材が残っている場合は、ずべ 
て取り除いてください。 

H ブリル水入れ皿に必ず水（約300 ml ) を 
入れて、約10分空焼きをずる。 

部品に付着している加工;'由を焼き切りまず。 

火力は器具栓つまみを全開にしてください。 

グリルの操作については14ぺージをご覧ください。 


お願い 


’グリルが気□や排気□し U 外からも煙が出まずが、 
異甫ではありません。 


ヴリル 


準備 


ガスをを開く 


捆包部材が入っていないか確認ずる 



魚を上手に焼くために 


u 下ごしらえをずる。 

参を凍の魚は、しっかり解凍します。 

•冷蔵の魚は萬温でしばらくおきます。 

参生魚は水洗いした後、水気をよくふき取ります。 
♦みそ養けやかす養けの魚は、「みそ」や「かす」 
をよくふき取ります。 



塩をつけると、身がしまって身くずれしにくくなり 
まず。 

さばやいわしなど背の青い魚は脂肪分力《ぎいので、多 
めに塩をして時間をおき、身をしめまず。白身魚は、 
塩を少なめにふり、時間も短めにしまず。 

J II 魚やいか、えび、貝などは、焼く直前に塩をふりまず。 
魚の重量の約2%程度の塩をつけまず。身の厚いと 
ころには厚く、蓮いところには蓮くつけまず。 


I 尾やひれは特に焦げやずいので、 
多めに短をつけてください。 また、 
アルミはくで包んでおくと、焦げ 
かたがかなくなりまず。 

包了目（飾り包了）を入れると、 
火の通りがよくなり、巧が破れる 
ことによる脂の飛び散りもかなく 
ずることができまず。 


アルミはく 



包了目 



旦グリル焼網に油を薄く塗る 

ひと手間かけることで、くっつき 
にく くなります。 

且グリル水入れ皿に水(約 300 m I ) 
を入れる。 

続けて使用するときは、そのつど脂を取り除き水 
を入れてください。空焼きのときも必ず水を入れ 
てくださし、。 

0約3〜4分間、空焼きげ熱)をずる。 

魚（き材）がブリル焼網にくっつきにくくなり、 
焼き上がり後、取り出しやすくなりまず。 

且魚（食材）を置く。 


魚の置きかた 


魚は頭が奥に、尾が手前になるように置くと、尾 
の焦げは少、なくなりまず。 


中央に 


左ち巧等に 


すき間を開けて 
巧謝こ 





手前側 


手前側 


手前側 


グリルの取り扱いと準備 


ブリルの取り扱いと準備 





































































































































ヴリル 


クリルのほいかた 



miM 

'mm 

— 

_ 


OQQ 


グリルとびらを奥まで 
確実に閉める 


ブリル水入れ皿には 
水(約 300 ml ) を入れる 


お願い 


’調理物の種類によっては、グリル消し忘れ消火機 
自巨、ブリル水切れセンサーがはたらく前に発火ず 
るおそれがありまず。機器から離れないようにし、 
焼き過ぎにを意してください。 

传 IJ ) めざしやラるめなどのル魚、干し物や脂肪分 
のをいにしん、短さば、とり肉など。 

’焼きあがったらずぐに取り出してください。余熱 
で焦げることがありまず。 

’つけ焼きや目弓り焼き、下味をつけた魚などは、焦 
げやずいので、弱火でゆっくりと焼いてください。 

’ブリル水入れ皿は急にをやさないでください。使 
用直をにグリ j レ水入れ皿に水をかけると変形ずる 
ことがありまず。グリル水入れ皿がをめてからお 
手入れしてください。 

’調理でアルミホイ 
ルを使巧ずる場合 
は、電極（点火プ 
ラブ）に触れない 
よラに；主意してく 
ださい。 

アルミホイルが付 
着ずると、点火不 
良の原因になりま 
ず。 



電極(点火プラグ） 


• はしをグリ. 


I ル焼網と平行に入れると、ブリル焼網に 
付着した魚カリまがしやずくな 
りまず。 

別売品の r 魚とっ口を使巧ず 
ると便利でず。因^21ページ 

① 魚とっての切りこみをグリ いド 
ル;):克網に就せまず。/魚とって 

② 焼きあがった魚や焼きものの下側に魚とってを入れ 
て、 くっついた焼きものをブリル臟罔からはがしまず。 

⑤ルさい焼きものなら、そのままずくい取って取り 
出せまず。 



〇点火する 


>ブリル用器具栓つまみ 
を巧しながら左へ回 
す。 



0火力調節する 


♦グリ;レ用器具栓つまみ _弱火 
をゆつく 0回ず。 




強火 


ブリル巧器具栓つまみを速く操作ずると、火が消 I 
えたり、炎力?一瞬大きくなる場合がありまず。 I 


@火を消す 


♦グリル用器具栓つまみ ^ <と 

をちへ回す。 


r 止」の位置まで 
回す 



お願い 


必ず火が消えたことを殖認してください。 


,•点火後、約20分経過ずるとブリル消し忘れ消火 I 
. 機能がはたらき、自動で火を消しまず。 I 


〇 ガス栓を閉める 


♦調理が終わったら、 
ガス栓を閉める。 


お願い 



取後まご 
確実に閉める 


調理をは高温のため、機器に軸れるとやけどのお 
それがありまず。必ず機器がをめていることをお 
認してください。 


B ブリル G 使いかた 
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日常点検とお手入れの道具 


•ご使用上支障がない場合でも、不慮の事故を防ぎ、 
安ム、してより長くご使用いただくために、年1回 
程度の定期点検（有料）をおすすめします。 

参煮こぼれや誤って鍋をひっくり返すなど、機器内 
部に多量の煮汁などが入った場合、機器の故障 
や寿命が短くなるおそれがありまずので、点検 
(有料）をおずすめします。 

※定期点検については、お買い上げの販売店、または 
リンナイフリーダイヤルまでお問い合わせくださし、。 


曰常点検をしましょう 


I 部品が正しく取り付けられてしほずか？ 

•バーナーキャップ、ごとく、ブリル排気□カバー 
な どは正しく取り付けられた状態でお使いくださ 
し、。巧 =9. 10ぺージ 

I つまり、たまり、ミちれはありませんか？ 

•バーナーキャップの炎□や立消'え安全装置（炎検 
知部）が煮こぼれなどでつまったり、巧れたりし 
ていませんか。な=17ページ 

参グリル水入れ皿に脂がたまったり、グリル庫内が 
脂で巧れていませんか。®=17ページ 

•ガス用ゴム管は傷んでいませんか。ちくなったガ 
ス用ゴム管は新しいガス用ゴム管に交換してくだ 
さい。@=10ページ 


お手入れの手順 


1. 機器が冷めていることを確認する。 

2. ガス栓を閉める。 

3. 手袋をはめてお手入れを開始する。 


お手入れの道具と洗剤について 


使ってよい 





やわらかい 歯ブラシ 
スポンジたわし 

トッププレート 


ごとく 


やわらかい巧台所用中性洗剤 
(野ま-食器洗い用) 

•ブリル排気□カバ- 


0 


メラミンフ オーム 
スポンジ（^) 


金属たわし クリームクレンザー 


ラミンフオームスポンジはホームセンター量販店 
などでご購入いただけまず。 


の使つてはいけない 
傷-はがれの原因になりまず。 



スポンジたわし 
裏面（硬い） 




ナイ□ンたわし 


たわし 


クレンザー 


みがき粉 



みがき粉 


0 


硬いブラシ 


メラミンフォーム 
スポンジ 金属たわし 



クリームクレンザー 


はがれ-表面の変質•変色•さび-割れの原 
因にな0ます。 


X 


酸性•アルカ U 性洗剤 
漂白剤 



宫 


弱酸性洗剤 
弱アルカリ性洗剤 



_ トッププレート、ごとく、ブリル排気□カバー、 

重曹グリ j レ水入れ皿にはお使いいただけまず。 


故障の原因となりまず。 

機器内部に洗剤が入ると、電子部品などに付着して、作動 
不良や腐食などの機器故障の原因になりまず。おず巧に含 
ませてからお手入れしてください。 


直接かけて使っては 
いけない电の 


引火して火災の原因になります。 


スプレー 式 
J 洗剤 


絶対に使っては 
いけない电の 


可燃性 スプレー 
浸透液 
潤滑剤 


お願い 


道具や洗剤を目立たない部分で試してから、使巧 
してください。 

食器洗い乾燥機で洗ラ場合、専巧洗剤-食器洗い 
乾燥機の取扱説明書をよく読んでお使いください。 
また、煮洗いや食器洗い乾燥機で洗ラ場合などは、 
変色したり、ツヤがなくなったりずる場合があり 
まず。 


M 曰常点検とお手入れの道具 


15 


















































































取りはずして洗える部品 


枠内に表示の部品は、取りはずして洗ラことが 
できまず。 

※その他の部分は取りはずしできません。 


コン□まねり 



グリルまわり 




ブリルとび6 


ブリル水入れ皿 


ブリル焼網 




お手入れのしかた 

1 


卜;ちれたらそのつど、きれいにお手入れしてく 
ださい。 

>手袋をしてお手入れをしてください。 

>洗剤は台所用中性洗剤を薄めて使い、お手入 
れの最後には必ず水ぶきし、乾いた巧でふき 
取り、水気や洗剤を残さないよラにしてくだ 
さい。 


お願い 


’硬いブラシやたわしは使巧しないでくださし、。 
ま t 中性洗剤じ(外の洗剤を使巧しないでくださし、。 
はがれ•変色•シミ•傷•さびなどの原因になりまず。 


※各部品の取り付けについては、1^9 -10ページをご 
覧ください。 I 


ツププレート 


♦お手入れのときはごとく、グリル排気□力 
バーなどの部品を取りはずし、安定した状 
態で巧ってください。 

♦洗剤を含ませた巧で';ちれを 
ふき取り、乾いた巧で洗剤 
や水気をふき取りまず。 


ちれがこびりついたとき 



1. キッチンペーパーに洗剤と水を含ませ、巧 
れた部分を湿らせておく。 

2. ちれが浮いてきたらやわらかい巧でふき取る。 


それでもちれが取れないとき 


1. ホー□一面に細かい傷が付きますが、メラミン 
フォームスポンジに水を含ませ、こすり取る。 
それでも取れないときは、金属たわしに水を含 
ませてこずり取る。細かい傷に黒ずみが付いた 
ときは、やわらかいスポンジたわしにクリーム 
クレンザーをつけ、こずり取る。 

2. 汚れが取れたら、やわらかい巧で水ふきし、 
乾いた巧で仕上げる。 


お願い 


トッププレートには、安全に関ずるを意ラペルが張 
り付けてありまず。もし、はがれたり、読めなくなつ 
た場合は、わ買い上げの販売広または当な事業所 
に連絡してラペルを再瞳入し、張り替えてください。 
トッププレートは固定されているのではずさないで 
ください。変形やホー□-が欠ける原因になります。 


機器表面.操作部 


♦洗剤を含ませた巧で巧れをふ 
き取り、乾いた巧で洗剤や水 
気をふき取りまず。 

※機器内部に洗剤が残らないようにしてくださし、。 
電子部品などに付着して、作動不良や腐きなど 
の機器故障の原因になります。 



ごとく•グリルが気□カバー 


>洗剤を含ませた巧で';ちれをふき取り、乾い 
た巧で洗剤や水気をふき取りまず。 

卜;ちれがひどいときは、つけ置きした後、洗 
剤で丸洗いしてください。 


それでも'汚れが取れないとき 


•煮洗いずると、さらに巧れを落しやずくな 
りまず。 

1 . 水を入れた大きな鍋に、ごとくやグリル排 
気□カバーを入れ、30分程加熱ずる。 

2. 冷ましてから、浮きおてき 
たちれを水洗いし、水気を 
ふき取る。 



お手入れのしかた 


飄錫觀か S 


お手入れのしかた 















































































お手入れのしかた 


讀鐵纖豁か S 


ナー部 


♦やわらかい巧でふき取り、 
げまず。 


乾いた巧で仕上 


バーナーキヤップ 



♦洗剤を含ませた巧で汚れを 
ふき取り、乾いた巧で洗剤 
や水気をふき取ります。 

※パーナーキャップは分解できません。 
※水洗いした後は、水気を十分ふき 
取ってから取り付けてください。 
※ごとくなどと同様に煮洗いできます。 


炎□が目づまりしていたら 


♦歯ブラシなどでお手入れしまず。 

※目づまりやちれは、不完 一歯ブラシ 
全燃焼や点火不良の原因 
になりまず。 

※ミちれがこびりついたとき 

は、つまようじでちれを取り除きまず。 



バーナー本体 


♦表面は、やわらかい巧で バー,たホ体 
ふき取りまず。 



立ミ肖え安全装置*電極 


♦歯ブラシなどでお手入れ 
しまず。 

※電極（点火プラグ）の先 
端はとがっています 
ので、けがなどに 
を意してください。 



(点火プラグ） 


離® 装置 


温度センサー 


♦片手を添え、水を含ませて硬くしぼった巧 
で、頭部と側面の'汚れをふき取りまず。 

※強い力を加えると温 温度センサー 

度センサーが傾いて、 

鍋底に密着しないこ. 

とがあります。 



グリル焼網 


乾い 


♦洗剤を含ませた巧で';ちれをふき取り、 

た巧で洗剤やか気をふき取りまず。 

♦巧れがひどいときは、つけ置きした後、 
剤で丸洗いしてください。 

※グリル焼網に巧れが残つていると、魚などの調 
理物がくっつきやすくなります。 


洗 


グリルとびら-グリル水入れ皿 


>洗剤を含ませた巧で';ちれをふき取り、乾い 
た巧で洗剤や水気をふき取りまず。 

卜;ちれがひどいときは、つけ置きした後、洗 
剤で丸洗いしてください。 

※酸性やァルカリ性洗剤を使ってブリルとびらを 
洗うと、変色やはがれ、さびの原因になりまず。 


取りはずしかた 


1 . 巧さえバネを①の方向に下げる。 

2. ブリルとびらを②の方向にたおず。 



取り付けかた 


1. グリル水入れ皿のツメ 2力所をブリルとび 
らの角巧にはめ込む。（①） 

2. ブリルとびらを②の方向に回転させる。 

3. 巧さえノネがクリルち巧 



※ブリルとびらは変おさせないでください。 

特にブリル水入れ皿との固定部が変形すると、ブ 
リルとびらの閉まりが悪くなったり、はずれやず 
くなります。 


グリル庫内（側壁•底部) 


>洗剤を含ませた巧でお手入れできる部分の 
巧れをふき取り、乾いた巧で洗剤や水気を 
ふき取りまず。 

※燃焼部（バーナー ） 

には軸らないでく 
ださい。炎□がつ 
まり燃焼不良の原 
因になりまず。 

※ブリル水切れセン 
サーの 頭部に つい 
た脂やゴミは、水に浸し硬くしぼった巧でふき 
取ってください。（ブリル庫内左奥） 



■お手入れのしかた 
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よ < あるご質巧 


(Q&A) 


ご質問 


こラしてください 


点火しない 


調理中に 
火力が変わったり 
火が消'えた0ずる 


in 


炎の状態 

(燃えかた、色）が 
おかしい 


鍋底がひどく 
焦げついて 
乂が消'えた 


点火しない 


ガス栓を閉めていると点火できません。全開にしてご使用ください。 

12 

バーナーキヤップの炎□に煮こぼれなどがつまっていると、点火しな 
い場合がありまず。お手入れしてください。 

17 

電極（点火プラグ）やな;'肖えま全装置（炎検巧部)、バーナーキヤッ 
プがぬれたり、巧れたりしていると、点火しない場合がありまず。 

お手入れしてください。 

17 

バーナーキヤップが正しく取り付けられていないと、点火しない場合 
がありまず。 

正しく取り付けてください。 

10 

長時間使用していなかったり、朝一番に使用ずる際などは、点火に時 
間がかかる場合がありまず。点火操作を繰り返してください。 

— 

乾電池が正しく取り付けられているか植認してください。 

11 

乾電池の交換時期がおづいていまず。コン□もグリルも使えなくなっ 
[たら、新しい単1おアルカリ乾電池 （1.5 V ) 2個と交換してください。 

11 


/ 

鍋やフライパンの温度が約250て:になると、ま全機能がはたらき、自 
動で火力調節しまず。この状態が約30分続くと自動で火をミ肖しまず。 

、 

1-2 

±鍋や耐熱ガラス鍋、圧力鍋を使用ずると、まれに焦げつきミ肖火機能 
がはたらき、火が;'肖えることがありまず。再点火してください。 

2-11 

コン□は約2時間で;'肖し忘れミ肖火機能がはたらき、自動で火が;'肖えまず。 

、 

2 

ノ 


[ 換気をしないと燃えかたが変わったり、炎がホくなったりしまず。 

使用中は必ず換気してください。また、炎がごとくやバーナーキャップ 
に細れてホくなることがありまずが、異常ではありません。 

8 

風が吹き込んでいたり、扇風機やエアコンなどの風が当たっていると、 
炎がかたよったり色がホくなったりしまず。炎に風が当たらないよラ 
にして使用してくださし、。 

7 

如湿器を使用ずると、水分に含まれるカルシウムにより、炎がホくな 
ることがありまず。異萬ではありません。 

— 

ブリル使用時にコン□を使用ずると、焼きものの煙に含まれる塩分（ナト 
リウム）などにより、炎がホくなることがありまず。異常ではありません。 

— 

火力が変わる際に炎が一瞬黄色くなったり、大きくなる場合がありまず。 
異常ではありません。 

— 

ミ肖乂後も数秒間コン□バーナー炎 □ にルさな炎が残ることがありまず。 
バーナー内に残った微量のガスによるもので異常ではありません。 



[ 捧げつき;'肖火機能は鍋の材質や調理により、焦げつきの程度が変わりまず。 
ホー□-の鍋や、カレー、シチュー、カラメル、みそなどの水分が少、ない料 
理は、焦げやずくなりまず。 

弱火でときどきかき混ぜながら調理してください。 

2 

温度センサーや鍋底が巧れていたり、温度センサーが鍋底から離れて 
いませんか？ 

このようなときは鍋の温度を正しく検巧できません。 

11 

鍋底にこんぶや竹巧などを敷くと、焦げつきがひどくなる場合がありまず。 
ときどきかき混ぜたり、火如減を調節しながら調理してください。 

2 

ノ 


ガス栓を閉めていると点火できません。全開にしてご使用ください。 

13 

長時間使用していなかったり、朝一番に使用ずる際などは、点火に時 
間がかかる場合がありまず。点火操作を繰り返してください。 

— 

乾電池が正しく取り付けられているか植認してください。 

11 

乾電池の交換時期が近づいていまず。コン□もグリルも使えなくなっ 
たら、新しい単1おアルカリ乾電池 （1.5 V ) 2個と交換してください。 

11 

グリル水入れ皿に水は入っていまずか7グリル水入れ皿に水を入れ、 

3分程度待ってから、再点火を巧ってください。 

2 

ノ 


一よくあるこ質問 ( Q & A ) 
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よ < あるご質巧 


(Q&A) 


ご質問 


こラしてください 


ぶ 

< 

友 

る 

マ、、 

m 

問 

Q 

& 

A 


/ 

\ 

調理がラまく 


できない 


、 

ノ 


使用中に消火ずる 


戲ミ穀驚がずる 


發驟 I に 


「コンン中 T と中し長音約る 


點レ觀攫^歡 


晕皆蘇鱗^ 


體满縱 T 、 l 放 


ごとく- 

バーナーキヤップ* 
ブリル排気□カバー 
が変色ずる 


部品が傷んできた 


巧势雖 f 


火力が変わらない 


おしらせサインが 
点灯ずる 


完全に解凍しないと、焼き色が薄かったり中まで火が通らないことが 
ありまず。また、安全機能がはたらく場合がありまず。 

、 

魚の数に合わせて、置く位置を調節してください。 

13 

みそ震けやかず震けの魚を焼くときは、「みそ」や「かず」は取って 
力、ら焼いてください。 

— 

ブリルとびらをお実に閉じてください。 

閉まっていないと焼き色が薄かったり、中まで火が通らないことがあ 
りまず。 

ノ 


ブリル水入れ皿に水が入っていなかったり、水がなくなりかけている 
と、ブリル水切れセンサーがはたらき、自動で火がミ肖えまず。必ず水(約 
300 ml ) を入れてください。 


s ? 鶴曼雲號 こ発生ずる音でず。 


靈雜龍茲 が臟、麵ずる音でず。 


i ' i 難品 i 觀純财る音でず。 


レ^編こ発生ずる燃焼旨で、異請ありません。 


I 難:品 S 難 I き!こパチパ巧る構造でず。 


羹講請雜旨 t を放しても最長で1。秒間パチパチが続きまず。 


/ 

ブリル排気□や 
コン□部から 
煙が出る 



初めてブリルを使うとき、ブリル排気□やコン□部から煙やにおいが 
出ることがありまず。ブリル/ーナー周囲の金属部品に残った如エミ由 
によるもので、異常ではありません。 

13 


► 

ブリル水入れ皿やブリル焼網が巧れていたり、脂のをい魚などを焼い 
た場合は、煙がをく発生しまずので、ブリル排気□なタトからも煙が出 
る場合がありまず。 

— 

\ 

ノ 


グリルとびらをお実に閉めてください。 

閉まっていないとずきまから煙が出ることがありまず。 

J 


ごとくの先端は、炎が当たり白くざらざらになりまず。 

異苗ではありません。ごとくなどはミ肖耗部品でず。交換部品として版 
売していまず。 

21 

酸性やアルカリ性洗剤を使用ずると、変色ずる場合がありまず。 

台所用中性洗剤を薄めて使用してください。 

15 

煮洗いや食器洗い乾燥機で洗ラ場合などは、変色したり、ツヤがなく 
なったりずる場合がありまずが、性能に問題はありません。 

ノ 


離し\取り替ぇ巧能が肖獅品は' 胃んできたらぉ早めに交換し 

21 


ブリル使用中や使用直後は、トッププレートに軸らないよラ°を意して 
ください。 

、 

7 

ノ 


S 顯藉孫炎襲縣巢1館だ' 変ィヒしなし、だに見をる位 



/ 

乾電池の交換時期が近づいていまず。コン□もグリルも使えなくなつ 
たら、新しい単1おアルカリ乾電池リ.5 V ) 2個と交換してください。 

、 

、 

11 

ノ 
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こんなサインび出た 5 



処置と再使用時のを意 

参照ぺ-ジ 

2 

回 

点 

赫 

標準パ'- ナー 
強火カノーナー 

天ぷらミ由過熱防止 
機能作動 

焦げつき;'肖火機能 
作動 

調理ミ由の過熱-焦げ 
つき-ミ肖し忘れによる 
過熱-から炊きなど 

参よくあるご質問 （ Q & A ) 「調理中 
に火力が変わったり、火がミ肖えたり 
ずる」「鍋底がひどく焦げついて火 
がミ肖えた」をお認してください。 

参やけどにを意して、再点火を行って 
ください。 

参天ぷらミ由過熱防止機能がはたらいて 
火が;'肖えた場合（温度センサーが 
高温のままの状態）は、点火しても 
手を離ずと火がミ肖える場合がありま 
ず。をめるのを待ってから、再点火 
を行ってください。 

2-18 

温度センサー過熱 
防止機能作動 

4 

回 

点 

為 

標準パ'- ナー 
強火カノ '(ーナー 

立;;'肖えま全装置の 
作動 

炎のふきミ肖え-煮こ 
ぼれした場合-点火 
しなかった場合など 

参よくあるご質問 Q & A 「点火しない」 
を殖認してください。 

参周囲にガスがなくなるまで待ってか 
ら、再点火を行ってください。 

2-18 

点火時に着火しな 
かった 

ブリル 

立;;'肖えま全装置の 
作動 

炎のふきミ肖え-点火 
しなかった場合など 

参よくあるご質問 Q & A 「点火しない」 
を殖認してください。 

参周囲にガスがなくなるまで待ってか 
ら、再点火を行ってください。 

2-18 

点火時に着火しな 
かった 

2 

回 

点 

赫 

ブリル水切れセン 
サー 

ブリル水入れ皿に水 
が入っていない、ま 
たは水がなくなりか 
けている。 

参ブリル水入れ皿に水を入れ、しばら 
く待ってから、再点火を行ってくだ 
さい。 

2 

点 

灯 

— 

おしらせサイン 
点灯 

乾電池が消耗しまし 

心。 

参乾電池の交換時期が旧づいていま 
ず。コン□もブリルも使えなくなっ 
たら、新しい単1おアルカリ乾電池 
(1.5 V ) 2個と交換してくださし、。 

11 

4 

回 

点 

為 

標準バーナー 

コン□ミ肖し忘れミ肖 
火機能作動 

使用開始から約2時 
間がたち、自動で火 
がミ肖えました。 

参器具栓つまみを戻してください。 

参続けて使用ずる場合は、再点火を 
行ってください。 

2 

強火カノ '(ーナー 

ブリル 

ブリルミ肖し忘れミ肖 
火機能作動 

使用開始から約20 
分（ブリル庫内が高 
温の場合約18分） 
ここち、 自動で火がミ肖 

参器具栓つまみを戻してください。 

参続けて使用ずる場合は、ブリル庫内 
がをえるまで3分程度待ってから、 
再点火を行ってください。 

2 

連 

続 

点 

標準バーナー 
強火力/ ーナー 
ブリル 

温度センサー 
ブリル水切れセン 
サ_ 

電子部品の故障 

部品が故障していま 
ず。 

参ガス栓を閉め、使用を中止し、お買 
い上げの販売店、またはフリーダイ 
ヤルにご連絡ください。 

22 

※おしらせ サイン式お: 4 回点滅 ilMOMOMOMn. 

1 

i り'… り,、" 、1,り, 、"… 川り, 

お' 2 回点滅 nn nn nn nn nn 

1 

::^こ連続点滅 


B こんな等ン藍たら 
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交掘 B 品 • 別売品のご紹な/誦雕用しない場さ/願時のお願い 


交換部品（お客様にて取り誓え可能な消耗部品）•別売品 


♦消耗部品は傷んできたら交換してください。おおめの場合は、当社交換部品•お手入れ品の販売サイト R.STYLE 
( http :// www . rinnai - stvle . jp /) または、お買い上げの販売店にておおめください。 


r 

部 

ロ ク 

□□ ろ 

希望ル売価格(税込） 

部品コード ] 

交 

ご と く 

¥1,260 

010-373-000 

バーナーキ中ップ 

強火カバーナー用 

¥1,260 

151 -41 を000 

換 

標華バーナー用 

¥1,260 

151-419-000 

部 

ブリル水入れ皿 

¥420 

070-183-000 

口 
□ □ 

グリル焼網 

¥735 

071-050-000 


ブリル排気□カバー 

¥945 

050-037-000 


部品名 

• 品 名 

型番 







当社交換部品-お手 
入れ品の販売サイト 
R.STYLE ( http :// 

別 

魚とって 


RTO - ST 1 


www . rinnai - style . 

ip /) または、お買い 
上げの販売店にてお 
巧めください。 

売 

防熱板① 

550 X 600 mm 

RB -60 B 




防熱板③ 

550 X 550 mm 

RB -55 S 




防熱板③ 

600 X 550 mm 

RB - 60 T 

詳しくはが9ぺ—ジをご覧ください。 

□ □ 

防熱板④ 

150 X 550 mm 

RB -15 T 


防熱板⑤ 

150 X 500 mm 

RB -50 S 



v 

防熱板⑥ 

403 X 420 mm 

RB - T 40 SM 


ノ 


>2012年4月現在の価格でず。価巧•仕様は、変更される場合があります。あらかじめご了承ください。 
m 1おアルカリ乾電池はもよりの電気店などでお買いおめください。 

>当社交換部品•お手入れ品の販売サイト ( R . STYLE ) では、上記しソ外の交換部品やお手入れ品などを幅広く取 
り扱っております。本製品の交換部品は、お客様自身でお取り曽えできる部品が対まです。 


ちれた部品を交換しましよう！ 

R-STYLE り 


«消耗品-交巧部品のネット巧売 


当社製品の交換部品-お手入れ品をインターネット販売サイトよりごを文いただけます。 

http : //www.ri n na 卜 sty le -J p/ 


長期間使用しない場合 


>お部屋のガス栓を必ず閉めてください。（つまみのないガスコンセントの場合は、ガスコンセントからソケット 
をはずす。） 

>ガス通路部にほこりが入らないように機器のホースエンドやガスコードの接続□には必ずキャップをしてくだ 
さい。 

>乾電池をはずしてください。^11ぺージ 
>お手入れしておくと、巧回使用するときに便利です。 


廃棄時のお願い 


本機器は乾電池を使用していますので、大型ゴミなどで廃棄される場合は、必ず乾電池を取りはずしてくださし、。 
そのままにしておきますと思わめ事故になることがあります。 


交換部品.別売品のご紹介/長期間使用しない場合/廃棄時のお願い 


21 





































使用 ガス 

使用ガスグループ 

1 時間当たりのガス消費量 

個別ガスミ肖費量 

全点 乂 時 
ガス消費量 

強火カバー ナー 

標準 パーナー 

グリル 

都巿ガ 
ス 用 

12 A 

3.91 kW 

2.77 kW 

1 .43 kW 

7'55 kW 

13 A 

4.20 kW 

2'97 kW 

1.53 kW 

S.IOkW 

L P ガ ス 用 

4.21 kW 

2.97 kW 

1.53 kW 

8.10 kW 


♦本仕様は改良のためお知らせせずに変更することがありまずので、ご了承ください。 
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CHE 31 NSBL 

KG 560 L 

KGD 56 BL 

KGE 31 NSBL 

KGE 31 NSBR 

KGE 31 NSGR 

品 


名 

KGE 31 NSGL 

KGK 562 SBL 

KGT 56 BL 

NTE 56 CL 






RS 560 L 

VH 56 BL 

OSC 56 DT 


KSR 560 BR 

VH 56 BR 

型式 

の 

呼び 

RT 31 NHS-L 

RT 31 NHS-R 

型 

式 

名 

RT 31 NS 


種 類 

ブリル付ガス テーブル 

点火方法 

連続放電点火式 

外形寸法 

高さ218.5 mmX 幅 563.5 mmX 奧巧 447.5 mm 

質量 （ 本体） 

9.5 kg 

ガス接続 

9.5 mm ホガス巧ゴム管 

付属品 

取扱説明書（保証書付)、単1形マンガン乾電池2個（お試し苗） 


修理を依頼される 
ときは 

『よくあるご質問 Q & A 』 をもう一度ご覧になって醒認してください。それでも不具合のある場合 
や不明な場合は、ご自分で修理なさらずにもよりの販売店、またはフリーダイヤルへご相談くだ 
さい。ァフターサービスをお申し付けの際は、；欠のことをお知らせください。 

(1) 製品名•ガス種類（因=4ページ） 

(2) 型式の呼び（銘板表示のもの）（因* 4ページ）及び品名 （@^3 ページ） 

(3) 故障または異甫の内容（できるだけくわしく） 

(4) ご住所-お名前-電話番号-道順 （封訪問ご希望曰 

保証について 

当社は保証書に記載してあるよラに、機器の販売を、機器に故障がある場合、一定期間と一定条件 
のもとにお料修理に応ずることをお約ましまず。（詳細は保証書をご覧ください）保証書を紛失さ 
れまずとお料修理期間であっても修理費をいただく場合がありまずので大切に保管してください。 

補修用性能部品の 
保有お間について 

♦製造打ち切りを5年でず。補修庙性能部品とは、その製品の機能を維持ずるために必要な部品 
でず 

♦保証期間が過ぎていても、修理ずれば機能が維持できる場合は、有料で修理いたしまず。 

転居されるとき 

ガスには都巿ガス数種類および LP ガスの区分がありまず。ガスの種類（ガスブループ）力 s ' 異なる 
地域へ転居される場合には、部品の交換や調整が必要となりまずので、転居先のガスの種類を確 
認のラえ、転居先のもよりのガス事業者にご相談ください。この場合、保記期間内でも、調整- 
改造に要ずる費庙はち料となりまず。ただし、ガスの種類によっては調整できない場合がありまず。 

ア フターサー ビスなどに 
ついてわからないとき 

お買い上げの販売店か別添の r 連絡先一覧表」を参照していただき、もよりの当社事業所にご連 
絡ください。また、リンナイフリーダイヤルをご利巧ください。 

函0120 -054-321 

お客様の個人情報の 
取り扱いについて 

参当社は、お客様よりお知らせいただいたお客様のお名前-ご住所-電話番号などの個人情報を、 
サービス活動および安全点検活動のために利巧させていただく場合がございまずのでご了承く 
ださし、。 

参当社は、機器の修理や点検業務を当社の協力会社に委託ずる場合、る令に基づく義務の履行ま 
たは権限の行使のために必要な場合、その他正当な理由がある場合を除き、当社し U 外の第=者 
に個人情報を開示-提側まいたしません。 


ア フター ヴー ビス/仕様 

アフターサービス 


アフタ—サ—ビス/仕様 










































修理記録 


年月 曰 

修理の容 








お客様へ 

この保証書をお受取りになるときにお買い上げ曰、販売店名、扱害印が記入してあることを確認してください。 


U ン f イ株式会 

干 454-0802 名古屋市中 川 区福住 
TEL 052(361)8211 f 



製品じついてのお問い合わせは1 

本 社 な 052(3 日 1)821 1〒 454-0802 名ち屋市中川区福住町2番2日号 北海道支店 

関東支社 a 03(3471)9047 〒 140-0002 東京都品り I 区東品川 1-6-6 新漏ま店 

東京支店 a 03(3471)9 日47〒 140-0 日日2東京都品川区東品川 1-6-6 中部ま社 

化関東ま店 0048旧 67)4321 〒 331-081 1さいたま市化区吉野町1 T 目 396-1 関西ま社 

東関東ま店任043に73に:360〒 261-0026 千葉市美お区幕張西 2 T 目7-] 中国ま店 

南関東ま店 a 045(320)3051 〒22 1-085 日横お市巧奈川区兰ッミ尺上の4き]0号 四国ま店 

東北支社 a 日 22(288)32 日！〒 984-0038 仙台市若林区伊在字東通 20-1 九州ま社 


( J 參理じついてのお問い合わせは1 

^ 0120 - 054-321 


eon (281 )2506 
0025(247)6610 
ao 日 2(363 旧001 
006(6786)3612 
0082(277)5131 
0087旧21旧05已 
0092(281)3234 



干06日-日031札幌市中央区:!ヒー条東2 T 目 
干95日-0864新漏市東区紫竹2下目]- 74 
干 454-0802 名古屋市中 j 11区福住の2番26号 
干55日-0014大阪市西区化掘江3 T 目10き21号 
干 733-0833 広島市西区商エセンター 4下目 2-1 
干 760-0066 高松市福岡町2 T 目11番6号 
干 812-0029 福岡市博を区古門戸の2番3号 


JT0021-031 X 03(00) 
12080 6® 
0600000 引 09860 


リン >ィ 


ミ、スリテ J レフ"だ 保証書 


この製品は厳密なる品質管理および検査を経てお届けしたものでず。 

本書は、お客様の正常な使用状態において万一故障した場台に、本書記載內容で無料修理を巧ラ 
ことをお約束ずるものでず。 

記 

1. 保証期間は、お買い上げの曰から]年間とし、機器本体を対象としまず。 

保証期間中故障が発生した場合は、本書をご提示の上、お買い上げの販売店に修理をご依頼ください。 

ご転居の場合は、事前にお買い上げの販売店にご相談ください。 

ご贈答品などで本保証書に記入してあるお買い上げの販売店に修理がご依頼できない場合には、フリーダイヤル 
または別添の r 連絡先一覧表」をご覧の上、お近くのリンナイ支社-支店•営業所•出張所などにごち談くださし、。 
本保証書は再凳行いたしませんので大切に保管してください。 

保証についての規定は下記をご覧ください。 


2 . 

3. 

4- 

5. 


1. 取扱説明書、本体目ち付ラベルなどの注意書に従った正 
常な使用が態で故障した場合には、お買い上げの販売 
店またはもよりの当社窓□が無料修理いたします。 

2. 保証期間内に故障して無料修理を受ける場合は、お 
買い上げの販売店にご依頼の上出張修理に隙して 
本書をご提示ください。 

なお、離島および離島に華ずる遠隔地への出張修理を 
行った場合には、出張に要する実費を申し受けます。 

3. 保証期間内でも次の場合には有料修理になりますて 
(イ）使用上の誤りおよび不当な修理や改造によあ故 

障および損傷。 

(□) お買い上げ後の取付場所の移動、落下などによ 
る故障および損傷。 

(パ）火災、水害、地震、蓉雷、その他の天災地変、 
公害命異常電圧による故障および損傷。 

(二）一般家庭外（例えば、業務用の長時間使用、 
車両、船祀への搭載）に使用された場合の故障 
および損傷。 

(ホ）本書の提示がない場合。 

お買い上げ曰および販売店ち 


無料修理規定 

い) 
(卜） 
(チ） 


本書にお買い上げ年月曰、販売店名の記入のな 
い場合あるいは字巧が書き替えられた場合。 
指定外の燃料の使用、燃料の供給事情による故 
障および損傷。 

ご転居などによる熱量変更に伴ラ改造-調整の場 


4. 本書は曰本国内においてのみち効でず。 

This warranty is valid only in Japan. 

《この 保証書は本書に明示した期間、条件のもとにお 
いて無料修理をお約束ず るもので ず。従って この 保 
証書によって、保証書を発朽している着（保証責任 
者）およびそれ政外の事業著にがずるお客様の法律 
上の権利を制限ずるものではありません。保証期間 
経過後の修理などについてご不明の場合は、お買い 
上げの販売店または別添の r 連絡先一覧表」をご覧 
の上おおくのリンナイ支社•支店•営業所•出張 
巧などにわ問い合わせください。 

^保証期間経過後の修理、補修用性能部品の保有期間 
について詳しくは取扱説明書をご覧ください。 


お買い上げ曰 


年 月 


曰 


保証書 


扱者印 


名所 

店 

売 

版住 


号 

番 

話 

電 


































